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1.  平成23年9月期の連結業績（平成22年10月1日～平成23年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年9月期 119,578 23.7 14,349 53.7 14,114 53.0 7,323 33.3
22年9月期 96,650 2.9 9,337 108.2 9,225 112.2 5,493 333.2

（注）包括利益 23年9月期 7,579百万円 （43.4％） 22年9月期 5,286百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

23年9月期 11,281.91 11,262.93 21.9 14.4 12.0
22年9月期 8,473.75 ― 19.7 12.2 9.7

（参考） 持分法投資損益 23年9月期  △53百万円 22年9月期  △3百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年9月期 111,689 38,677 33.0 56,499.21
22年9月期 83,723 33,464 36.0 46,511.86

（参考） 自己資本   23年9月期  36,851百万円 22年9月期  30,155百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

23年9月期 8,268 △8,564 △1,665 18,108
22年9月期 10,969 △7,796 △954 20,134

2.  配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

22年9月期 ― 0.00 ― 2,200.00 2,200.00 1,426 26.0 5.1
23年9月期 ― 0.00 ― 3,500.00 3,500.00 2,282 31.0 6.8
24年9月期(予想) ― 0.00 ― 3,500.00 3,500.00 26.9

3.  平成24年9月期の連結業績予想（平成23年10月1日～平成24年9月30日） 
（％表示は、通期は対前期、第2四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）第２四半期連結累計期間の業績予想は行っておりません。詳細は、３ページ「経営成績」の「次期（平成23年10月１日～平成24年９月30日）の業績見通し」
をご覧ください。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) ― ― ― ― ― ― ― ― ―
通期 130,000 8.7 17,000 18.5 16,700 18.3 8,500 16.1 13,031.79



4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無  

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

(注)詳細は、19ページ「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」をご覧ください。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

(注)詳細は、26ページ「１株当たり情報」をご覧ください。 

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う変更  ： 有
② ①以外の変更  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年9月期 652,251 株 22年9月期 648,343 株
② 期末自己株式数 23年9月期 ― 株 22年9月期 ― 株
③ 期中平均株式数 23年9月期 649,111 株 22年9月期 648,343 株

（参考）個別業績の概要 

1.  平成23年9月期の個別業績（平成22年10月1日～平成23年9月30日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年9月期 74,136 33.6 8,039 139.1 8,125 132.7 5,125 54.5
22年9月期 55,508 30.8 3,362 ― 3,491 ― 3,317 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

23年9月期 7,895.58 7,882.30
22年9月期 5,116.39 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年9月期 39,434 23,164 58.6 35,416.13
22年9月期 29,614 18,718 63.1 28,828.56

（参考） 自己資本 23年9月期  23,100百万円 22年9月期  18,690百万円

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
 この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続が実施中です。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社グループで判断したものであり、リスクや不確定な要素等の要因が含まれており、実際の成
果や業績等は記載の見通しとは異なる可能性がございます。なお、上記業績予想に関する事項は、３ページ「1.経営成績(1)経営成績に関する分析」をご覧くだ
さい。 
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１．経営成績 

(1) 経営成績に関する分析 

 平成22年度の国内のインターネットビジネス市場は約12兆円まで拡大しており、平成23年度には

約13兆円、平成27年度には約18兆円に達するものと見込まれております（注１）。また、平成22年

のインターネット広告市場は7,747億円となり、テレビ広告に次ぐ第２の広告媒体となるまで成長し

ております（注２）。今後のインターネットビジネスはブログやSNS（ソーシャルネットワーキング

サービス）など近年新しく台頭したサービスを基盤とし、急速に普及するスマートフォンの関連サ

ービスやソーシャルゲーム事業などの分野が拡大していくものと予想され、ソーシャルゲーム市場

につきましては、平成21年度の338億円から平成22年度には747億円、平成23年度には1,171億円まで

拡大するものと予測されております（注３）。 

 このような環境のもと、当社グループは高収益なビジネスモデルを目指す中、注力事業である

Amebaを中心としたインターネットメディアのサービス拡充、インターネット広告代理事業による営

業力強化及び生産性向上に努めるとともに、急成長が見込まれるソーシャルゲームやスマートフォ

ン向けサービスの拡充にも取り組んでまいりました。 

 この結果、当社グループの当連結会計年度における売上高は119,578百万円（前年同期間96,650百

万円、23.7％増加）、営業利益は14,349百万円（前年同期間9,337百万円、53.7％増加）、経常利益

は14,114百万円（前年同期間9,225百万円、53.0％増加）、当期純利益は7,323百万円（前年同期間

5,493百万円、33.3％増加）となりました。 

出所 （注１）㈱野村総合研究所 （注２）㈱電通 （注３）㈱矢野経済研究所 

 

 セグメント別の業績は次のとおりであります。 

 なお、当連結会計年度より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17

号 平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計

基準適用指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

 文章中の各事業のセグメントの売上高及び営業損益の対前年同期間比は、本基準等を適用した場

合の金額に基づき算出しております。 

 

①Ameba関連事業 

 Ameba関連事業には、Ameba、アメーバピグ、AMoAd、プーペガール等が属しております。 

 Amebaの平成23年９月のPV数は290.0億PV（前年同月168.5億PV、121.5億PV増加）となり、会員数

は1,823万人（前年同月1,123万人、700万人増加）と大幅に増加しました。 

 当事業におきましては、アメーバピグ等の課金及び広告収入が拡大したため、売上高は20,738百

万円（前年同期間10,376百万円、99.9％増加）、営業損益は5,714百万円の利益計上（前年同期間

1,529百万円の利益計上、273.6％増加）となりました。 

  

②メディア関連事業 

 メディア関連事業には、㈱CyberXや㈱サムザップ、㈱Cygames、㈱ジークレスト等のグループ各社

におけるソーシャルゲーム事業、㈱シーエー・モバイルグループを中心としたモバイル関連事業等

が属しております。 

 当事業におきましては、ソーシャルゲーム事業の拡大等により、売上高は36,102百万円（前年同

期間33,490百万円、7.8％増加）、営業損益は2,415百万円の利益計上（前年同期間2,235百万円の利

益計上、8.1％増加）となりました。 

  

③インターネット広告代理事業 

 インターネット広告代理事業には、当社のインターネット広告事業本部を中心とした広告代理事

業やSEM（検索エンジンマーケティング）事業等が属しております。 
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 当事業におきましては、生産性の向上に努めながら顧客ニーズに沿った提案を行い、広告需要を

着実に取り込んでまいりました。この結果、売上高は62,983百万円（前年同期間50,620百万円、

24.4％増加）、営業損益は3,258百万円の利益計上（前年同期間2,116百万円の利益計上、54.0％増

加）となりました。 

  

④FX事業 

 FX事業には、㈱サイバーエージェントFXにおける外国為替証拠金取引が属しております。 

 当事業におきましては、平成22年８月より施行されたレバレッジ規制の影響を受けたものの、口

座開設数や預り資産が堅調に増加しました。この結果、売上高は7,751百万円（前年同期間7,385百

万円、5.0％増加）、営業損益は3,200百万円の利益計上（前年同期間3,814百万円の利益計上、

16.1％減少）となりました。 

  

⑤投資育成事業 

 投資育成事業には当社のコーポレートベンチャーキャピタル事業、㈱サイバーエージェント・ベ

ンチャーズにおけるファンド運営等が属しており、キャピタルゲインを目的とした国内及び中国、

ベトナムをはじめとするアジア圏の有望なベンチャー企業の発掘・育成・価値創造等を行っており

ます。 

 当事業におきましては、保有株式の売却等により、売上高は234百万円（前年同期間499百万円、

53.1％減少）、営業損益は239百万円の損失計上（前年同期間358百万円の損失計上）となりました。 

 

次期（平成23年10月１日～平成24年９月30日）の業績見通し 

 次期の業績見通しにつきましては、FX事業においてレバレッジ規制の強化による影響を受ける

ものと見込んでおりますが、Ameba関連事業におけるアメーバピグを中心とした課金事業及び広

告事業の順調な拡大、インターネット広告代理事業の総合ネットビジネス事業への拡張、ソーシ

ャルゲームの拡充、スマートフォン向けサービス・コミュニティの強化等により、連結売上高

130,000百万円、連結営業利益17,000百万円、連結経常利益16,700百万円、連結当期純利益8,500

百万円になるものと予想しております。 

 中間業績の見通しにつきましては、FX事業において相場動向や市場流動性等のマーケット環境

及び経済環境の影響を大きく受けること、中間期末に当たる広告需要期の業績への影響が大きい

こと等から業績予想を行わず、四半期決算の迅速な開示をすることとしております。 

 なお、実際の業績が公表された業績予想に対して大きく異なった場合には、速やかに業績予想

の修正を公表することといたします。 

 

 

(2) 財政状態に関する分析 

① 資産、負債及び純資産の状況 

 当連結会計年度末における総資産は111,689百万円（前連結会計年度末比27,965百万円増加）とな

りました。これは、主にFX事業における預り資産残高の順調な増加に伴い、外国為替取引顧客預託

金が増加したことによるものであります。 

 負債は73,011百万円（前連結会計年度末比22,752百万円増加）となりました。これは、主にFX事

業において外国為替取引顧客預り証拠金が増加したことによるものであります。 

 純資産は38,677百万円（前連結会計年度末比5,213百万円増加）となりました。これは、主に堅調

な営業活動の成果として利益剰余金が増加したことによるものであります。 
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② キャッシュ・フローの状況 

 当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末と

比べて2,025百万円減少し、18,108百万円となりました。 

 当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（イ）営業活動によるキャッシュ・フロー 

 営業活動の結果取得した資金は、8,268百万円（前年同期間10,969百万円取得）となりました。

これは、主に利益の計上及び法人税等の支払によるものであります。 

（ロ）投資活動によるキャッシュ・フロー 

 投資活動の結果使用した資金は、8,564百万円（前年同期間7,796百万円使用）となりました。

これは、主に固定資産の取得及び子会社の自己株式の取得によるものであります。 

（ハ）財務活動によるキャッシュ・フロー 

 財務活動の結果使用した資金は、1,665百万円（前年同期間954百万円使用）となりました。こ

れは、主に配当金の支払によるものであります。 

 

（参考）キャッシュ･フロー関連指標の推移 

 平成21年９月期 平成22年９月期 平成23年９月期

自己資本比率（％） 38.2 36.0 33.0

時価ベースの自己資本比率（％） 111.2 116.6 121.8

キャッシュ・フロー対有利子負債比率（％） 62.3 15.7 43.5

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） 151.6 365.3 182.7

自己資本比率：自己資本／総資産 
時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 
キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー 
インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い 
（注）１ いずれも連結ベースの財務数値により計算しています。 

２ 株式時価総額は、自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しています。 

３ キャッシュ･フローは、営業キャッシュ･フローを利用しています。 

４ 有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を

対象としています。 

 

 

（3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

 当期の配当につきましては、継続的な利益（連結経常利益）から税金費用（永久差異及び繰越欠

損金等の特殊要因は調整）及び少数株主利益を控除した額の30％を目安とし、財務の健全化、将来

の事業展開のための内部留保等を総合的に判断するという方針のもと、3,500円を予定しております。 

 次期以降につきましては、利益配分に関する基本方針を変更いたします。当期まで配当性向30％

を目安にしてまいりましたが、次期以降は具体的な数値目標は明示いたしません。 

 引き続き株主の皆様に対する利益還元を経営の重要課題と認識しており、事業の成長、資本効率

の改善等による中長期的な株式価値の向上とともに連結業績を勘案した配当を継続的に実施してい

きたいと考えております。単体の資金繰り等を考慮した財務の健全化、将来の事業展開のための内

部留保等を総合的に勘案し、決定してまいります。 

 なお、次期の配当は当期と同額の3,500円を予定しております。 
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２．企業集団の状況 

 当社グループ（当社及び当社の関係会社）は平成23年９月30日現在、当社（株式会社サイバー

エージェント）、連結子会社52社（うち３組合）及び持分法適用関連会社４社（うち２組合）に

よって構成され、内部管理上の事業区分を基準として、Ameba関連事業、メディア関連事業、イン

ターネット広告代理事業、FX事業、投資育成事業に区分しております。 

 

【事業系統図】 
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３．経営方針 

(1）会社の経営の基本方針 

 当社グループは、「21世紀を代表する会社を創る」をビジョンに掲げ、急拡大するインターネッ

ト分野に軸足をおき、インターネットを通して新たな社会を創造していくことを経営の基本方針と

して、努力してまいります。 

 

(2）目標とする経営指標 

 当社グループの重視する経営指標は、①売上高、②営業利益の２指標でございます。高収益事業

を開発・展開していくことにより利益率の向上を図ってまいります。 

 

(3）中長期的な会社の経営戦略 

 当社グループは、インターネットビジネスの総合企業となるべく、人材力、集客力、運用力、販

売力を活かして、高収益事業を開発・展開し、中長期的な企業価値の向上を図ってまいります。 

 

(4）会社の対処すべき課題 

 当社グループにおきましては、以下３点を主な経営課題と認識しております。 

① Ameba関連及びメディア関連事業  

  Amebaを中心としたメディア事業の収益性の向上 

  スマートフォン向けサービス・コミュニティの強化 

② インターネット広告代理事業  

  インターネット広告代理事業の総合ネットビジネス事業への拡張 

③ 技術力の強化  

  優秀な技術者の採用・育成 

 

 これらの経営課題を解決して事業拡大・成長し続けるために、事業拡大に応じた内部管理体制や

コーポレート・ガバナンスの充実を図りながら、Amebaを中心としたメディア企業としてのブランド

の浸透や人材採用・育成の強化に積極的に取り組んでまいります。 
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４．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成22年９月30日) 

当連結会計年度 
(平成23年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 21,428 20,755

受取手形及び売掛金 12,531 14,917

たな卸資産 231 184

営業投資有価証券 2,216 3,069

外国為替取引顧客預託金 22,924 34,023

外国為替取引顧客差金 8,370 14,170

繰延税金資産 1,409 1,538

その他 3,230 8,807

貸倒引当金 △71 △53

流動資産合計 72,272 97,414

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 845 1,378

減価償却累計額 △364 △603

建物及び構築物（純額） 481 775

工具、器具及び備品 3,562 4,386

減価償却累計額 △2,409 △2,977

工具、器具及び備品（純額） 1,153 1,409

リース資産 28 28

減価償却累計額 △2 △8

リース資産（純額） 25 19

建設仮勘定 12 －

有形固定資産合計 1,673 2,204

無形固定資産   

のれん 2,308 3,102

ソフトウエア 2,240 2,507

リース資産 13 10

その他 370 935

無形固定資産合計 4,932 6,555

投資その他の資産   

投資有価証券 3,153 3,693

長期貸付金 38 8

繰延税金資産 267 382

その他 1,478 1,506

貸倒引当金 △93 △77

投資その他の資産合計 4,845 5,514

固定資産合計 11,451 14,274

資産合計 83,723 111,689
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成22年９月30日) 

当連結会計年度 
(平成23年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 7,632 8,594

短期借入金 220 220

リース債務 10 10

未払法人税等 3,141 4,353

外国為替取引顧客預り証拠金 30,782 47,896

資産除去債務 － 6

繰延税金負債 8 －

ポイント引当金 445 409

その他 7,156 9,196

流動負債合計 49,396 70,686

固定負債   

社債 500 300

長期借入金 309 1,515

リース債務 31 21

繰延税金負債 19 118

資産除去債務 － 364

その他 1 －

固定負債合計 862 2,319

特別法上の準備金   

金融商品取引責任準備金 － 5

特別法上の準備金合計 － 5

負債合計 50,259 73,011

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,771 7,177

資本剰余金 5,106 5,512

利益剰余金 18,374 24,268

株主資本合計 30,252 36,958

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 24 76

為替換算調整勘定 △121 △183

その他の包括利益累計額合計 △96 △107

新株予約権 27 64

少数株主持分 3,281 1,761

純資産合計 33,464 38,677

負債純資産合計 83,723 111,689
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 
 連結損益計算書 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年10月１日 
 至 平成23年９月30日) 

売上高 96,650 119,578

売上原価 61,177 73,767

売上総利益 35,473 45,810

販売費及び一般管理費 26,136 31,461

営業利益 9,337 14,349

営業外収益   

受取利息 40 27

受取配当金 11 3

投資有価証券評価益 － 11

雇用奨励金 － 13

その他 61 45

営業外収益合計 113 100

営業外費用   

支払利息 30 45

投資有価証券評価損 23 －

持分法による投資損失 3 53

消費税等調整額 105 101

為替差損 33 61

その他 28 73

営業外費用合計 225 335

経常利益 9,225 14,114

特別利益   

投資有価証券売却益 969 357

関係会社株式売却益 447 593

その他 126 109

特別利益合計 1,542 1,059

特別損失   

固定資産除却損 266 243

減損損失 508 960

投資有価証券評価損 152 －

関係会社株式売却損 150 －

震災関連費用 － 159

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 110

その他 275 244

特別損失合計 1,352 1,718

税金等調整前当期純利益 9,415 13,455

法人税、住民税及び事業税 3,809 6,179

法人税等調整額 △104 △285

法人税等合計 3,705 5,893

少数株主損益調整前当期純利益 － 7,562

少数株主利益 215 239

当期純利益 5,493 7,323
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 連結包括利益計算書 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年10月１日 
 至 平成23年９月30日) 

少数株主損益調整前当期純利益 － 7,562

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 － 76

為替換算調整勘定 － △56

持分法適用会社に対する持分相当額 － △3

その他の包括利益合計 － ※２  17

包括利益 － ※１  7,579

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 － 7,312

少数株主に係る包括利益 － 267
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（３）連結株主資本等変動計算書 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年10月１日 
 至 平成23年９月30日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 6,771 6,771

当期変動額   

新株の発行 － 406

当期変動額合計 － 406

当期末残高 6,771 7,177

資本剰余金   

前期末残高 5,106 5,106

当期変動額   

新株の発行 － 406

当期変動額合計 － 406

当期末残高 5,106 5,512

利益剰余金   

前期末残高 13,536 18,374

当期変動額   

剰余金の配当 △648 △1,426

連結子会社等の減少に伴う利益剰余金の減
少

△14 －

連結子会社等の増加に伴う利益剰余金の減
少

－ △3

連結子会社等の減少に伴う利益剰余金の増
加

6 －

当期純利益 5,493 7,323

当期変動額合計 4,837 5,893

当期末残高 18,374 24,268

株主資本合計   

前期末残高 25,415 30,252

当期変動額   

新株の発行 － 812

剰余金の配当 △648 △1,426

連結子会社等の減少に伴う利益剰余金の減
少

△14 －

連結子会社等の増加に伴う利益剰余金の減
少

－ △3

連結子会社等の減少に伴う利益剰余金の増
加

6 －

当期純利益 5,493 7,323

当期変動額合計 4,837 6,706

当期末残高 30,252 36,958
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年10月１日 
 至 平成23年９月30日) 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金   

前期末残高 436 24

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △411 51

当期変動額合計 △411 51

当期末残高 24 76

為替換算調整勘定   

前期末残高 △120 △121

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △1 △61

当期変動額合計 △1 △61

当期末残高 △121 △183

その他の包括利益累計額合計   

前期末残高 316 △96

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △413 △10

当期変動額合計 △413 △10

当期末残高 △96 △107

新株予約権   

前期末残高 13 27

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 14 36

当期変動額合計 14 36

当期末残高 27 64

少数株主持分   

前期末残高 5,834 3,281

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △2,553 △1,519

当期変動額合計 △2,553 △1,519

当期末残高 3,281 1,761

純資産合計   

前期末残高 31,579 33,464

当期変動額   

新株の発行 － 812

剰余金の配当 △648 △1,426

連結子会社等の減少に伴う利益剰余金の減少 △14 －

連結子会社等の増加に伴う利益剰余金の減少 － △3

連結子会社等の減少に伴う利益剰余金の増加 6 －

当期純利益 5,493 7,323

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △2,952 △1,493

当期変動額合計 1,885 5,213

当期末残高 33,464 38,677
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年10月１日 
 至 平成23年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 9,415 13,455

減価償却費 1,913 2,345

のれん償却額 300 322

減損損失 508 960

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 110

貸倒引当金の増減額（△は減少） △6 11

受取利息 △40 △27

受取配当金 △11 △3

支払利息 30 45

為替差損益（△は益） 61 73

固定資産除却損 266 243

投資有価証券売却損益（△は益） △968 △357

投資有価証券評価損益（△は益） 201 －

持分法による投資損益（△は益） 3 53

関係会社株式売却損益（△は益） △296 △584

震災関連費用 － 159

売上債権の増減額（△は増加） △3,042 △2,701

たな卸資産の増減額（△は増加） △137 △31

営業投資有価証券の増減額（△は増加） 216 △938

仕入債務の増減額（△は減少） 1,921 1,098

未払金の増減額（△は減少） 673 1,393

未払消費税等の増減額（△は減少） 216 245

その他 1,173 △2,639

小計 12,396 13,235

利息及び配当金の受取額 52 24

利息の支払額 △27 △50

法人税等の支払額 △1,451 △4,942

営業活動によるキャッシュ・フロー 10,969 8,268

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △1,601 △2,155

定期預金の払戻による収入 981 850

有形固定資産の取得による支出 △1,238 △1,329

無形固定資産の取得による支出 △2,404 △3,199

投資有価証券の取得による支出 △63 △112

投資有価証券の売却による収入 1,227 258

関係会社株式の取得による支出 △2,633 △736

子会社の自己株式の取得による支出 － △2,199

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による
支出

△2,375 △317

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による
収入

－ 542

貸付けによる支出 △413 －

貸付金の回収による収入 466 －

敷金及び保証金の差入による支出 △457 △351

敷金及び保証金の回収による収入 941 131

その他 △224 53

投資活動によるキャッシュ・フロー △7,796 △8,564
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年10月１日 
 至 平成23年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △150 －

長期借入れによる収入 1,400 3,300

長期借入金の返済による支出 △1,328 △1,212

社債の償還による支出 △200 △200

株式の発行による収入 － 811

少数株主からの払込みによる収入 95 201

配当金の支払額 △653 △1,429

少数株主への配当金の支払額 △109 △121

自己株式取得目的の金銭の信託の設定による支出 － △3,002

その他 △7 △11

財務活動によるキャッシュ・フロー △954 △1,665

現金及び現金同等物に係る換算差額 △66 △89

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,152 △2,051

現金及び現金同等物の期首残高 17,982 20,134

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

△0 25

現金及び現金同等物の期末残高 20,134 18,108
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(5) 【継続企業の前提に関する注記】 

 

   該当事項はありません。 

 

 

(6) 【連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項】 

項目 
前連結会計年度 

(自 平成21年10月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当連結会計年度 

(自 平成22年10月１日 
 至 平成23年９月30日) 

連結子会社の数 42社 

主要な連結子会社 

株式会社シーエー・モバイル 

株式会社ECナビ 

株式会社サイバーエージェントFX 

株式会社ジークレスト 

株式会社サイバーエージェント・イ

ンベストメント （注） 

株式会社サイバー・バズ 

サイバーエージェントCA-Ⅰ投資事業

有限責任組合 

投資事業組合CAJ-1 

（注）平成22年11月１日付で、株式会

社サイバーエージェント・イン

ベストメントは、株式会社サイ

バーエージェント・ベンチャー

ズに社名変更しております。 

 

(1) 連結子会社の数 52社 

主要な連結子会社 

㈱シーエー・モバイル 

㈱ECナビ（注） 

㈱サイバーエージェントFX 

㈱ジークレスト 

㈱サイバーエージェント・ベンチャ

ーズ 

㈱AMoAd 

㈱CyberX 

㈱サムザップ 

サイバーエージェントCA-Ⅰ投資事

業有限責任組合 

（注）平成23年10月１日付で、㈱EC

ナビは、㈱VOYAGE GROUPに社名

変更しております。 

 

１ 連結の範囲に関する事

項 

 株式会社リサーチパネルエイジ

ア、株式会社ジェネシックス、

GCREST America, Inc. 、 株 式 会 社

unigame 、 株 式 会 社 adingo search 

labs、株式会社アプリボットにつき

ましては、当連結会計年度に新規設

立したため、トレンダーズ株式会社

につきましては、当連結会計年度に

株式を追加取得したため連結の範囲

に含めております。 

 株式会社ネットプライスドットコ

ム、株式会社ネットプライス、株式

会社デファクトスタンダード、株式

会社ショップエアライン、株式会社

シアン、株式会社転送コム、Shop 

Airlines America,Inc.、納得福来速

商務咨詢（上海）有限公司につきま

しては、当連結会計年度に株式会社

ネットプライスドットコムの株式の

一部を売却したことにより持分比率

が低下したため、中國易市網絡投資

有限公司、上海易市网络信息有限公

司につきましては、当連結会計年度

 ㈱CA Beat、㈱CAリワード、网曦

信息科技(上海)有限公司、㈱ECナビ

コミュニケーションズ、塞博艾坚特

（北京）投资咨询有限公司、㈱グレ

ンジ、㈱ECナビベンチャーズ、㈱

AMoAd、㈱Cygames、㈱マイクロアド

プラス、㈱Zucks、㈱ freenote、

Research Panel Asia USA,Inc 、

GAMEWAVE,Inc. 、 ㈱ Delight 、 CA 

Startups Internet Fund 1号投資事

業有限責任組合につきましては、当

連結会計年度に新規設立したため、

中國易市網絡投資有限公司、上海易

市網絡信息有限公司につきまして

は、中國易市網絡投資有限公司の株

式を追加取得したため連結の範囲に

含めております。 

 ㈱ポットタップにつきましては、

第１四半期連結会計期間に新規設立

したため連結の範囲に含めました

が、第４四半期連結会計期間に吸収

合併されたため連結の範囲から除外

しております。 
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項目 
前連結会計年度 

(自 平成21年10月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当連結会計年度 

(自 平成22年10月１日 
 至 平成23年９月30日) 

 に中國易市網絡投資有限公司の株式

の一部を売却したことにより持分比

率が低下したため、株式会社インタ

ーナショナルスポーツマーケティン

グ、株式会社CAMエンタテインメン

ト、株式会社モバイル＆ゲームスタ

ジオ、株式会社コミュニティ・スク

エアにつきましては、当連結会計年

度に株式を売却したため、株式会社

ウェブリアルにつきましては、当連

結会計年度に吸収合併されたため連

結の範囲から除外しております。 

 微告亞洲集團有限公司他６社につ

きましては、いずれも小規模であ

り、合計の純資産、売上高、当期純

損益（持分に見合う額）及び利益剰

余金（持分に見合う額）等は、いず

れも連結財務諸表に重要な影響を及

ぼしていないため、連結の範囲から

除外しております。 

 cybozu.net㈱につきましては、当

連結会計年度に株式を売却したた

め、㈱クラウンジュエル、㈱シアタ

ーエイトにつきましては、㈱クラウ

ンジュエルの株式を売却したため、

トレンダーズ㈱につきましては、株

式の一部を売却したことにより持分

比率が低下したため、㈱ニューネ

ス、㈱モビィリード、㈱adingo 

search labs、㈱ixenにつきまして

は、清算が結了したため連結の範囲

から除外しております。 

（注）平成23年10月1日付で、㈱EC

ナビコミュニケーションズは㈱

VOYAGE BBに、㈱ECナビベンチャー

ズは㈱VOYAGE VENTURESに社名変更

しております。 

 

(2) 主要な非連結子会社の名称 

 微告亞洲集團有限公司 

非連結子会社は、いずれも小規模で

あり、合計の純資産、売上高、当期

純損益（持分に見合う額）及び利益

剰余金（持分に見合う額）等はいず

れも連結財務諸表に重要な影響を及

ぼしていないため、連結の範囲から

除外しております。 

 

２ 持分法の適用に関する

事項 

(1) 持分法を適用した関連会社数 

４社 

主要な会社名 

 株式会社ネットプライスドットコ

ム 

 CA-JAICチャイナ・インターネット

ファンド 

(1) 持分法を適用した関連会社数 

４社 

主要な会社名 

 ㈱ネットプライスドットコム 

 CA-JAICチャイナ・インターネッ

トファンド 
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項目 
前連結会計年度 

(自 平成21年10月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当連結会計年度 

(自 平成22年10月１日 
 至 平成23年９月30日) 

 株式会社ネットプライスドットコ

ム、中國易市網絡投資有限公司につ

きましては、従来連結の範囲に含め

ておりましたが当連結会計年度に株

式の一部を売却したことにより持分

比率が低下したため、CA–JAIC China 

Internet Fund II, L. P.につきまし

ては、当連結会計年度に新規設立し

たため持分法の適用範囲に含めてお

ります。 

 株式会社エムシープラス、株式会

社もしも、株式会社オークファンに

つきましては、当連結会計年度に株

式会社ネットプライスドットコムの

株式の一部を売却したことにより持

分比率が低下したため、株式会社

dangoにつきましては、当連結会計年

度に第三者割当増資を行ったことに

より持分比率が低下したため持分法

の適用範囲から除外しております。 

 トレンダーズ㈱につきましては、

従来連結の範囲に含めておりました

が、当連結会計年度に株式の一部を

売却したことにより持分比率が低下

したため持分法の適用範囲に含めて

おります。 

 中國易市網絡投資有限公司につき

ましては、当連結会計年度に株式を

追加取得し連結の範囲に含めること

となったため持分法の適用範囲から

除外しております。 

 

(2) 持分法を適用しない非連結子会

社及び関連会社のうち主要な会

社の名称 

  微告亞洲集團有限公司 

 持分法を適用しない非連結子会社

又は関連会社はいずれも、それぞれ

当期純利益（持分に見合う額）及び

利益剰余金（持分に見合う額）等か

らみて、持分法の対象から除いても

連結財務諸表に及ぼす影響が軽微で

あり、かつ、全体としても重要性が

ないため、持分法の適用対象から除

外しております。 

(2) 持分法を適用しない非連結子会

社及び関連会社のうち主要な会

社の名称 

  微告亞洲集團有限公司 

 同左 

 

 

他の会社の議決権の100分の20以

上、100分の50以下を自己の計算に

おいて所有しているにもかかわらず

関連会社としなかった当該他の会社

等の名称 

  Viet Games Software Service 

  Joint Stock Company 

  GREEN MOBILE CORPORATION 

  迈奔灵动科技（北京）有限公司 

関連会社としなかった理由 

 当社の営業目的である投資育

成のために取引したものであ

り、営業、人事、資金その他の

取引を通して、投資先会社の支

配を目的としたものではないた

(3) 他の会社の議決権の100分の20

以上、100分の50以下を自己の

計算において所有しているにも

かかわらず関連会社としなかっ

た当該他の会社等の名称 

 Viet Games Software Service 

 Joint Stock Company 

 GREEN MOBILE CORPORATION 

 迈奔灵动科技（北京）有限公司 

 ㈱マインドパレット 

 ㈱Tryden 

 ㈱インサイト・プラス 

 ㈱アールフォース・エンターテイ

ンメント 
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項目 
前連結会計年度 

(自 平成21年10月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当連結会計年度 

(自 平成22年10月１日 
 至 平成23年９月30日) 

 め関連会社としておりません。  Clever Advertising Corporation 

 コトバンク㈱ 

 ㈱Kaditt 

 サムライ・インターナショナル㈱ 

 ㈱スポソン 

関連会社としなかった理由 

 当社の営業目的である投資育

成のために取引したものであ

り、営業、人事、資金その他の

取引を通して、投資先会社の支

配を目的としたものではないた

め関連会社としておりません。 

３ 連結子会社の事業年度

等に関する事項 

 連結子会社のうち、株式会社サイ

バーエージェントFX、トレンダーズ

株式会社の決算日は３月31日であり

ます。 

 連結財務諸表の作成にあたって

は、連結決算日において、連結財務

諸表作成の基礎となる財務諸表を作

成するために必要とされる決算を行

っております。 

 連結子会社のうち、㈱サイバーエ

ージェントFXの決算日は3月31日で

あり、他4社の決算日は12月31日で

あります。 

 連結財務諸表の作成にあたって

は、連結決算日において、連結財務

諸表作成の基礎となる財務諸表を作

成するために必要とされる決算を行

っております。 
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(7) 【連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更】 

前連結会計年度 

(自 平成21年10月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当連結会計年度 

(自 平成22年10月１日 
 至 平成23年９月30日) 

 

―――――――― 

 

 

 

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

 当連結会計年度より、「資産除去債務に関する会計
基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及
び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企
業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適
用しております。 

 なお、当連結会計期間の営業利益、経常利益はそれ
ぞれ39百万円減少、税金等調整前当期純利益は150百
万円減少しております。 

 

 

 

(8) 【表示方法の変更】 

前連結会計年度 

(自 平成21年10月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当連結会計年度 

(自 平成22年10月１日 
 至 平成23年９月30日) 

（連結損益計算書） （連結損益計算書） 

１. 前連結会計年度まで区分掲記しておりました「貸

倒引当金戻入額」、「持分変動益」は当連結会計年

度において、特別利益の総額の100分の10以下とな

ったため、特別利益「その他」に含めて表示してお

ります。 

 なお、当連結会計年度における「貸倒引当金戻入

額」は89百万円、「持分変動益」は20百万円であり

ます。 

１. 当連結会計年度より、「連結財務諸表に関する会

計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26

日）に基づき、財務諸表等規則等の一部を改正する

内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）を

適用し、「少数株主損益調整前当期純利益」の科目

で表示しております。 

２. 前連結会計年度まで区分掲記しておりました「投

資有価証券売却損」、「移転費用」、「固定資産臨

時償却費」は当連結会計年度において、特別損失の

総額の100分の10以下となったため、特別損失「そ

の他」に含めて表示しております。 

 なお、当連結会計年度における「投資有価証券売

却損」は0百万円、「移転費用」は110百万円、「固

定資産臨時償却費」は84百万円であります。 

２. 前連結会計年度において営業外収益「その他」に

含めておりました「雇用奨励金」は重要性が増加し

たため、当連結会計年度では区分掲記することとし

ております。 

 なお、前連結会計年度の営業外収益「その他」に

含まれる「雇用奨励金」は4百万円であります。 

 ３. 前連結会計年度まで区分掲記しておりました「投

資有価証券評価損」は当連結会計年度において、営

業外費用の総額の100分の10以下となったため、営

業外費用「その他」に含めて表示しております。 

 なお、当連結会計年度における「投資有価証券評

価損」は18百万円であります。 

  ４. 前連結会計年度まで区分掲記しておりました「投

資有価証券評価損」、「関係会社株式売却損」は当

連結会計年度において、特別損失の総額の100分の

10以下となったため、特別損失「その他」に含めて

表示しております。 

 なお、当連結会計年度における「投資有価証券評

価損」は87百万円、「関係会社株式売却損」は8百

万円であります。 
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前連結会計年度 

(自 平成21年10月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当連結会計年度 

(自 平成22年10月１日 
 至 平成23年９月30日) 

（連結キャッシュ・フロー計算書） （連結キャッシュ・フロー計算書） 

１． 前連結会計年度において、「営業活動によるキャ

ッシュ・フロー」で区分掲記しておりました「移転

費用」及び「持分変動損益」は重要性が低下したた

め、当連結会計年度では「営業活動によるキャッシ

ュ・フロー」の「その他」に、同じく「固定資産臨

時償却費」は「減価償却費」に含めて表示しており

ます。 

 なお、当連結会計年度の「営業活動によるキャッ

シュ・フロー」の「その他」に含まれる「移転費

用」は36百万円、「持分変動損益」は△20百万円、

「減価償却費」に含まれる「固定資産臨時償却費」

は84百万円であります。 

１． 前連結会計年度において、「営業活動によるキャ

ッシュ・フロー」で区分掲記しておりました「投資

有価証券評価損益（△は益）」は重要性が低下した

ため、当連結会計年度では「営業活動によるキャッ

シュ・フロー」の「その他」に含めて表示しており

ます。 

 なお、当連結会計年度の「営業活動によるキャッ

シュ・フロー」の「その他」に含まれる「投資有価

証券評価損益（△は益）」は94百万円であります。 

２． 前連結会計年度において、「投資活動によるキャ

ッシュ・フロー」の「その他」に含めておりました

「敷金及び保証金の回収による収入」、「連結範囲

の変更を伴う子会社株式の売却による支出」は重要

性が増加したため、当連結会計年度では区分掲記す

ることとしております。 

 なお、前連結会計年度の「投資活動によるキャッ

シュ・フロー」の「その他」に含まれる「敷金及び

保証金の回収による収入」は97百万円、「連結範囲

の変更を伴う子会社株式の売却による支出」は△7

百万円であります。 

 

２． 前連結会計年度において、「投資活動によるキャ

ッシュ・フロー」で区分掲記しておりました「貸付

けによる支出」、「貸付金の回収による収入」は重

要性が低下したため、当連結会計年度では「投資活

動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含め

て表示しております。 

 なお、当連結会計年度の「投資活動によるキャッ

シュ・フロー」の「その他」に含まれる「貸付けに

よる支出」は△32百万円、「貸付金の回収による収

入」は89百万円であります。 

 

 

 

(9) 【追加情報】 

 

前連結会計年度 

(自 平成21年10月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当連結会計年度 

(自 平成22年10月１日 
 至 平成23年９月30日) 

 

―――――――――― 

 

 

 

 当連結会計年度より、「包括利益の表示に関する会計

基準」（企業会計基準第25号 平成22年６月30日）を適

用しております。ただし、「その他の包括利益累計額」

及び「その他の包括利益累計額合計」の前連結会計年度

の金額は、「評価・換算差額等」及び「評価・換算差額

等合計」の金額を記載しております。 
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(10) 【連結財務諸表に関する注記事項】 

 

（連結包括利益計算書関係） 

当連結会計年度（自  平成22年10月１日  至  平成23年９月30日） 

※１  当連結会計年度の直前連結会計年度における包括利益 

   親会社株主に係る包括利益         5,080百万円 

   少数株主に係る包括利益                      205百万円   

      計                                        5,286百万円 

 

※２  当連結会計年度の直前連結会計年度におけるその他の包括利益 

   その他有価証券評価差額金         △420百万円 

   為替換算調整勘定               6百万円 

   持分法適用会社に対する持分相当額      △9百万円  

      計                                        △423百万円 
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（セグメント情報） 

１．事業の種類別セグメント情報 

前連結会計年度（自 平成21年10月１日 至 平成22年９月30日） 

 
Ameba関連 

(百万円) 

メディア関
連 

(百万円)

インターネ
ット広告代

理 

(百万円)

投資育成

(百万円)
計 

(百万円) 

消去又は 

全社 
(百万円) 

連結 
(百万円)

Ⅰ 売上高及び営業損益    

 売上高    

 (1)外部顧客に対する
売上高 

7,777 39,160 49,219 499 96,656 (6) 96,650

 (2)セグメント間の内
部売上高又は振替
高 

2,598 1,961 1,259 － 5,819 (5,819) －

計 10,376 41,121 50,479 499 102,476 (5,825) 96,650

 営業費用 8,847 35,018 48,418 857 93,142 (5,828) 87,313

 営業利益又は営業損失
（△） 

1,529 6,102 2,060 △358 9,334 2 9,337

Ⅱ 資産、減価償却費、
減損損失及び資本的
支出 

   

 資産 3,496 62,052 8,264 3,262 77,075 6,648 83,723

 減価償却費 440 1,239 227 4 1,912 0 1,913

 減損損失 17 488 1 － 508 － 508

 資本的支出 875 2,398 364 6 3,645 － 3,645

(注) １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業区分の内容 

(1) Ameba関連事業 

Ameba、アメーバピグ、プーペガール等 

(2) メディア関連事業 

ソーシャルゲーム事業、PC及びモバイルメディアの運営、外国為替証拠金取引事業、EC事業等 

(3) インターネット広告代理事業 

広告代理事業、SEM（検索エンジンマーケティング）事業、SEO（検索エンジン最適化）等 

(4) 投資育成事業 

コーポレートベンチャーキャピタルによる投資、ファンド運営等 

３ 資産のうち、消去又は全社の項目に含めた全社資産（7,095百万円）の主なものは、親会社での余剰運

用資金（現金及び預金）、長期投資資金（投資有価証券）及び管理部門に係る資産等であります。 

  

  

２．所在地別セグメント情報 

前連結会計年度（自 平成21年10月１日 至 平成22年９月30日） 

 本邦の売上高及び資産の金額は、全セグメントの売上高の合計及び全セグメントの資産の金額の合計額に占める

割合がいずれも90％超であるため、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。 

  

３．海外売上高 

前連結会計年度（自 平成21年10月１日 至 平成22年９月30日） 

 連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 
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【セグメント情報】 

１ 報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので

あります。 

 当社は、商品・サービス別の事業本部及び子会社を置き、各事業本部及び子会社は、サービスの向

上と売上及び利益の拡大を目指し、国内外で事業活動を展開しております。 

 したがって、当社は、事業本部及び子会社を基礎としたサービス別のセグメントから構成されてお

り、「Ameba関連事業」、「メディア関連事業」、「インターネット広告代理事業」、「FX事業」、

「投資育成事業」の５つを報告セグメントとしております。 

 なお、各セグメントに属するサービスの内容は、以下のとおりであります。 

 

２  報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

 報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部収益及び振替高

は市場実勢価格に基づいております。 

 

報告セグメント 属するサービスの内容 

Ameba関連事業 Ameba、アメーバピグ、AmoAd、プーペガール等 

メディア関連事業 ソーシャルゲーム事業、PC及びモバイルメディアの運営、EC事業等 

インターネット広告代理事業 
広告代理事業、SEM（検索エンジンマーケティング）事業、SEO（検索エン

ジン最適化）事業等 

FX事業 外国為替証拠金取引 

投資育成事業 コーポレートベンチャーキャピタル事業、ファンド運営等 
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３  報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

前連結会計年度（自  平成21年10月１日  至  平成22年９月30日） 

（単位：百万円） 

報告セグメント 

 
Ameba関連 

メディア
関連 

インター
ネット広
告代理

FX 投資育成 計 
調整額 

連結財務
諸表計上

額 

売上高    

  外部顧客への売上高 7,777 31,474 49,513 7,385 499 96,650 － 96,650

  セグメント間の内部売上
高又は振替高 

2,598 2,016 1,106 － － 5,721 △5,721 －

計 10,376 33,490 50,620 7,385 499 102,372 △5,721 96,650

セグメント利益又は損失
（△） 

1,529 2,235 2,116 3,814 △358 9,337 － 9,337

セグメント資産 3,496 23,001 8,264 39,050 3,262 77,075 6,648 83,723

その他の項目    

  減価償却費 440 898 227 341 4 1,912 0 1,913

  有形固定資産及び 
  無形固定資産の増加額 

875 1,969 365 427 6 3,645 － 3,645

(注) セグメント資産の調整額 6,648百万円は全社資産の金額であり、その主なものは、現金及び有価証券、投資有

価証券及び管理部門に係る資産等であります。 

  

  

当連結会計年度（自  平成22年10月１日  至  平成23年９月30日） 

（単位：百万円） 

報告セグメント 

 
Ameba関連 

メディア
関連 

インター
ネット広
告代理

FX 投資育成 計 
調整額 

連結財務
諸表計上

額 

売上高    

  外部顧客への売上高 15,674 34,858 61,059 7,751 234 119,578 － 119,578

  セグメント間の内部売上
高又は振替高 

5,063 1,244 1,924 － 0 8,232 △8,232 －

計 20,738 36,102 62,983 7,751 234 127,810 △8,232 119,578

セグメント利益又は損失
（△） 

5,714 2,415 3,258 3,200 △239 14,349 － 14,349

セグメント資産 6,566 23,694 10,436 57,179 3,625 101,502 10,186 111,689

その他の項目    

  減価償却費 699 1,020 243 378 3 2,345 － 2,345

  有形固定資産及び 
  無形固定資産の増加額 

1,331 2,625 559 230 10 4,757 － 4,757

(注) セグメント資産の調整額 10,186百万円は全社資産の金額であり、その主なものは、現金及び預金、投資有価

証券及び管理部門に係る資産等であります。 
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【関連情報】 

当連結会計年度（自  平成22年10月１日  至  平成23年９月30日） 

１  製品及びサービスごとの情報 

 セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。 

 

２  地域ごとの情報 

(1) 売上高 

 本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90%を超えるため、記載を省略しております。 

 

(2) 有形固定資産 

 本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90%を超えるため、記載を

省略しております。 

 

３  主要な顧客ごとの情報 

 外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10%を占める相手先がないため、記載を省略しており

ます。 

 

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】 

当連結会計年度（自  平成22年10月１日  至  平成23年９月30日） 

報告セグメント 

 
Ameba関連 

メディア関
連 

インターネ
ット広告代

理 
FX 投資育成 計 

その他 
(注) 

全社・消去 合計 

減損損失 46 913 － － － 960 － － 960

  

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】 

当連結会計年度（自  平成22年10月１日  至  平成23年９月30日） 

報告セグメント 

 
Ameba関連 

メディア関
連 

インターネ
ット広告代

理 
FX 投資育成 計 

その他 
(注) 

全社・消去 合計 

当期償却
額 

－ 314 6 － 1 322 － － 322

当期末残
高 

－ 3,102 － － － 3,102 － － 3,102

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】 

当連結会計年度（自  平成22年10月１日  至  平成23年９月30日） 

 該当事項はありません。 

 

（追加情報） 

 当連結会計年度より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平

成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準

適用指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 
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（１株当たり情報） 

前連結会計年度 

(自 平成21年10月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当連結会計年度 

(自 平成22年10月１日 
 至 平成23年９月30日) 

  

１株当たり純資産額 46,511円86銭

１株当たり当期純利益 8,473円75銭

（注）当連結会計年度において、潜在株式調整後１株
当たり当期純利益金額については、希薄化効果を
有している潜在株式が存在しないため、記載して
おりません。 

  

１株当たり純資産額 56,499円21銭

１株当たり当期純利益 11,281円91銭

潜在株式調整後１株当た
り当期純利益 

11,262円93銭

 

    
  

（注）１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎 

 前連結会計年度 

(自 平成21年10月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当連結会計年度 

(自 平成22年10月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当期純利益 5,493百万円 7,323百万円 

普通株式に係る当期純利益 5,493百万円 7,323百万円 

普通株式の期中平均株式数 648,343株 649,111株 

普通株式増加数 

（うち新株予約権） 
― 

1,093株 

(1,093株)

希薄化効果を有しないため、

潜在株式調整後１株当たり当

期純利益の算定に含めなかっ

た潜在株式の概要 

普通株式に対する新株予約権 

16,008株 

普通株式に対する新株予約権 

5,745株 

 

㈱サイバーエージェント(4751)　平成23年９月期　決算短信

26



 

（重要な後発事象） 

 

前連結会計年度 

(自 平成21年10月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当連結会計年度 

(自 平成22年10月１日 
 至 平成23年９月30日) 

自己株式の取得について 

平成22年11月４日開催の取締役会において、会社法

第165 条第３項の規定により読み替えて適用される同

法第156 条の規定に基づき、下記のとおり、自己株式

を取得することを決議いたしました。 

 

  (1) 自己株式の取得を行う理由 

株主還元の一環として自己株式の取得を行います。

また、自己株式の取得により資本効率の改善を図ると

ともに、経営環境の変化に対応した機動的な資本政策

の遂行をしてまいります。 

 

  (2) 取得の内容 

①取得する株式の種類   当社普通株式 

②取得する株式の総数   21,600株（上限） 

（発行済株式総数に対する割合 3.33％） 

③株式の取得価額の総額   30億円（上限） 

④自己株式取得の日程 

 平成22年11月５日から平成23年10月31日まで 

 

１．自己株式の取得について 

平成23年10月27日開催の取締役会において、会社法

第165 条第３項の規定により読み替えて適用される同

法第156 条の規定に基づき、下記のとおり、自己株式

を取得することを決議いたしました。 

 

  (1) 自己株式の取得を行う理由 

株主還元の一環として自己株式の取得を行います。

また、自己株式の取得により資本効率の改善を図ると

ともに、経営環境の変化に対応した機動的な資本政策

の遂行をしてまいります。 

 

  (2) 取得の内容 

①取得する株式の種類   当社普通株式 

②取得する株式の総数    8,700株（上限） 

（発行済株式総数に対する割合 1.33％） 

③株式の取得価額の総額   20億円（上限） 

④自己株式取得の日程 

 平成23年10月28日から平成23年12月30日まで 

  

  

  

（開示の省略） 

リース取引、金融商品、有価証券、デリバティブ取引、ストック・オプション等、税効果会計、

企業結合等、資産除去債務、関連当事者情報に関する注記事項につきましては、決算短信におけ

る開示の必要性が大きくないと考えられるため開示を省略します。 
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